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B etter H ealth , B rig h ter F u tu re

イノベーションにフォーカスした戦略推進による、中国におけるノン・

コア資産の3億2,200万米ドルでのH asten社への譲渡について

2020年12月21日

- 複雑かつ希少な疾患に罹患する患者さんの生活を一変させる治療薬にフォーカスしたグローバル戦略

を継続的に実行

- 主要ビジネスエリアにおける革新的医薬品を中国の患者さんにいち早くお届け

当社は、このたび、中国で販売しているノン・コアの医療用医薬品ポートフォリオを、中国合肥市肥東県が出

資し、Ray C apital M anagem ent Lim ited1（以下「Ray Capital」）が設立したH asten Biopharm aceutic

Co., Ltd.（China）（以下「H asten社」）に譲渡する契約を締結しましたのでお知らせします。 当社は、一定の

法律上・規制上のクロージング条件を満たすことを前提に、H asten社から3億2,200万米ドルを受領します。

今回、H asten社に譲渡する製品は、中国本土で販売されている循環器・代謝性疾患領域の製品です。譲渡

対象製品の2019年度の売上高は、約1億950万米ドルであり、Ebrantil® などの循環器疾患領域の医薬品が

成長を牽引しました。今回譲渡対象となる製品群は、引き続き患者さんのニーズを満たす重要な役割を担い

ますが、グローバルでの長期的な成長戦略である当社の主要エリア（消化器系疾患、希少疾患、血漿分画製

剤、オンコロジー（がん）、ニューロサイエンス（神経精神疾患））には該当しません。

当社G row th &  Em erging M arkets Business U nitのPresidentであるRicardo M arekは、「中国は当社に

とって重要な市場であり、当社は、複雑かつ希少な疾患に罹患する患者さんに革新性の高い治療薬をいち早

くお届けするために取り組んでいます。今回の譲渡により、急速にイノベーションが進展している中国および

新興国地域へのフォーカスとリソースが強化されます。また、当社は、Ray Capitalのもと、H asten社が最適

なパートナーとして中国におけるこれらの信頼性の高い医薬品を継続的にお届けするものと確信しています」

と述べています。

当社Chief Financial O fficerであるCosta Saroukosは、「今回の譲渡は、当社のグローバルでのポートフォ

リオの簡素化と成長ドライバーおよび研究開発パイプラインにフォーカスした投資に対する取り組みが順調に

進捗していることを示しています。当社は、中国において、今後5年間で15以上の製品の承認取得を計画して

おり、引き続き成長に取り組みます。また、負債の返済や革新性の高いポートフォリオへの集中投資など、財

務面のコミットメント達成をすることで、持続的成長を実現するとともに、生活を一変させる治療薬を世界中の

患者さんにお届けしてまいります」と述べています。

当社は、本譲渡で得られる資金を引き続き負債の減額に充て、2021年度から2023年度に純有利子負債/調

整後EBITD A倍率を2倍にする目標に向け、レバレッジ低下をさらに加速させてまいります。

当社は、2020年も資産売却戦略を継続的に進めており、2019年1月以降現在まで、売却合意した案件を含

め10案件で合計最大約113億米ドルの売却について公表し、100億米ドルの売却目標額を超過しました。
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武田コンシューマーヘルスケア株式会社をThe Blackstone G roup Inc. とその関係会社が運用するファ

ンドが管理するO scar A-C o株式会社に合計約2,420億円（23億米ドル）で譲渡する契約を締結

G row th &  Em erging M arkets Business U nitが管轄する、その他のノン・コア資産を最大合計約20億

米ドル※で4社に譲渡する契約を締結2

欧州の一部の一般用医薬品およびノン・コア資産をO rifarm 社に最大約6億７,000万米ドルで譲渡する

契約を締結

欧州およびカナダのノン・コア資産をCheplapharm 社に約5億6, 200万米ドルで譲渡する契約を締結

フィブリノゲン配合組織接着・閉鎖パッチ剤TachoSil® をCorza H ealth社に3億5,000万ユーロで譲渡す

る契約を締結

 

譲渡が完了していない案件は、一定の法律上・規制上のクロージング条件を満たすことを前提に、2021年3

月31日までに譲渡が完了する見込みです。

＜本譲渡の詳細について＞

当社は、中国本土で販売している5つのノン・コアの医療用医薬品ポートフォリオを、3億2,200万米ドルで

H asten社に譲渡する契約を締結しました。

H asten社は、本契約に基づき、中国における対象製品の諸権利を獲得します。これら製品の販売に携わる

従業員は、H asten社へ移籍します。さらに、当社とH asten社は製造供給契約を締結し、当社は引き続き当該

製品を製造しH asten社に供給します。

本譲渡は、一定のクロージング条件を満たし、必要な規制上のクリアランスの取得および適用される現地の

労使協議会の要件の充足を前提とし、2021年6月30日までに完了する見込みです。本譲渡完了までは、当

社が該当製品の諸権利を所有します。

本譲渡に関する当社のフィナンシャル・アドバイザーはBofA Securitiesであり、リーガル・アドバイザーは

W hite &  Caseです。

以上

 

＜武田薬品について＞

武田薬品工業株式会社（TSE：4502/N YSE:TA K）は、日本に本社を置き、自らの経営の基本精神に基づき患

者さんを中心に考えるというバリュー（価値観）を根幹とする、グローバルな研究開発型のバイオ医薬品の

リーディングカンパニーです。武田薬品のミッションは、優れた医薬品の創出を通じて人々の健康と医療の未

来に貢献することです。研究開発においては、オンコロジー（がん）、希少遺伝子疾患・血液疾患、ニューロサ

イエンス（神経精神疾患）および消化器系疾患の4つの疾患領域に重点的に取り組むとともに、血漿分画製

剤およびワクチンにも注力しています。武田薬品は、研究開発能力の強化ならびにパートナーシップを推し進

め、強固かつ多様なモダリティ（創薬手法）のパイプラインを構築することにより、革新的な医薬品を開発し、

人々の人生を豊かにする新たな治療選択肢をお届けします。武田薬品は、約80カ国で、医療関係者の皆さん

とともに、患者さんの生活の質の向上に貢献できるよう活動しています。

詳細については、https://w w w .taked a.com /jp/をご覧ください。

＜留意事項＞

本留意事項において、「ニュースリリース」とは、本資料（添付資料及び補足資料を含みます。）において武田
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薬品工業株式会社（以下、「武田薬品」）によって説明又は配布された本書類、口頭のプレゼンテーション、質

疑応答及び書面又は口頭の資料を意味します。本ニュースリリース（それに関する口頭の説明及び質疑応答

を含みます。）は、いかなる法域においても、いかなる有価証券の購入、取得、申込み、交換、売却その他の

処分の提案、案内若しくは勧誘又はいかなる投票若しくは承認の勧誘のいずれの一部を構成、表明又は形

成するものではなく、またこれを行うことを意図しておりません。本ニュースリリースにより株式又は有価証券

の募集を公に行うものではありません。米国 1933 年証券法に基づく登録又は登録免除の要件に従い行うも

のを除き、米国において有価証券の募集は行われません。本ニュースリリースは、（投資、取得、処分その他

の取引の検討のためではなく）情報提供のみを目的として受領者により使用されるという条件の下で（受領者

に対して提供される追加情報と共に）提供されております。当該制限を遵守しなかった場合には、適用のある

証券法違反となる可能性がございます。

武田薬品が直接的に、又は間接的に投資している会社は別々の会社になります。本ニュースリリースにおい

て、「武田薬品」という用語は、武田薬品およびその子会社全般を参照するものとして便宜上使われているこ

とがあり得ます。同様に、「当社（w e、usおよびour）」という用語は、子会社全般又はそこで勤務する者を参

照していることもあり得ます。これらの用語は、特定の会社を明らかにすることが有益な目的を与えない場合

に用いられることもあり得ます。

＜将来に関する見通し情報＞

本プレスリリース及び本プレスリリースに関して配布された資料には、武田薬品の見積もり、予測、目標及び

計画を含む当社の将来の事業、将来のポジション及び業績に関する将来見通し情報、理念又は見解が含ま

れています。将来見通し情報は、「目標にする（targets）」、「計画する（plans）」、「信じる（believes）」、「望む

（hopes）」、「継続する（continues）」、「期待する（expects）」、「めざす（aim s）」、「意図する（intends）」、

「確実にする（ensures）」、「だろう（w ill）」、「可能性がある（m ay）」、「すべきであろう（should）」、「であろう

（w ould）」「かもしれない（could）」、「予想される（anticipates）」、「見込む（estim ates）」、「予想する

（projects）」などの用語若しくは同様の表現又はそれらの否定表現を含むことが多いですが、それに限られ

るものではございません。将来見通し情報は、多くの重要な要素に関する仮定に基づいており、実際の結果

が将来見通し情報に明示又は暗示されたものと大きく異なることがあり得ます。重要な要素には、日本及び米

国の一般的な経済条件を含む当社のグローバルな事業を取り巻く経済状況、競合製品の出現と開発、関連

法規の変更、製品開発計画の成功又は失敗、規制当局による判断とその時期、金利及び為替の変動、市場

で販売された製品又は候補製品の安全性又は有効性に関するクレーム又は懸念等、当社、当社が事業を展

開している国の政府を含む当社の顧客及びサプライヤー又は当社事業の他の側面に対する、新型コロナウ

イルスのパンデミックのような公衆衛生上のクライシスの影響、買収対象企業とのPM I（買収後の統合活動）

の時期及び影響、武田薬品の事業にとっての非コア資産を売却する能力及びかかる資産売却のタイミング、

その他米国証券取引委員会に提出したForm  20-Fによる最新の年次報告書及び他の報告書に記載された

事項（https://w w w .takeda.com /jp/investors/reports/sec-fi lings/ 又はw w w .sec.gov にお

いて閲覧可能です。）が含まれます。武田薬品は、法律や証券取引所の規則により要請される場合を除き、本

プレスリリースに含まれる、又は当社が提示するいかなる将来見通し情報を更新する義務を負うものではあり

ません。過去の実績は将来の経営結果の指針とはならず、また、本プレスリリースにおける武田薬品の経営

結果及び公表情報は武田薬品の将来の経営結果を示すものではなく、また、その予測、予想、保証又は見積

もりではありません。

1 Ray Capitalは、中国合肥市によって設立されたバイオ医薬品企業への投資会社です。

2 ラテンアメリカにおけるノン・コア資産をH ypera Pharm a社に譲渡する契約、およびノン・コア資産のロシア・CISにおけるSTAD A社への譲渡完了、中近東・アフリカにお

けるAcino社への譲渡完了、アジア・パシフィックにおけるCelltrion社への譲渡完了を含む。
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